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建交労神奈川県南支部第 24 回定期大会は 

台風 22 号が接近する悪天候のなかで大成功 
 建交労神奈川県南支部は 10 月 29 日に“サンピアン

かわさき”において第 24回定期大会を開催しました。 

この日は、台風第 21号が接近するなかで開催した前

週 10月 22日の第 19回神奈川県本部定期大会と同じよ

うに台風第 22 号が接近する荒れ模様の天候のなかで

の開催となりましたが、代議員・役員ともに大会成立

要件を大きく超える出席者を確保して開会しました。 

大会は斎藤副委員長が情勢に触れながら大会成功に

向けて参加者の協力を呼びかける挨拶を行なって開会。開会挨拶を行なう齋藤副委員長 

大会議長には斎藤副委員長の提案で内外液輸分会

の曽根田代議員を選出して議事を進行しました。 

主催者を代表して挨拶をおこなった佐藤委員長は

10 月 22 日に実施された総選挙の結果を攻勢的にとら

えることの重要性なども指摘しながら情勢を切りひ

らく強大な神奈川県南支部の建設に向けて全組合員

が一丸となって奮闘することなどを強調しました。 

 佐藤委員長の主催者あいさつにつづき、来賓として 

主催者挨拶をする佐藤章委員長 出席された川崎労連

の長島事務局長から激励・連帯の挨拶を受けました。  

長島事務局長は、建交労神奈川県南支部の運動の前

進と組織的な発展を期待するとともに、地域の運動に

結集することへの期待を表明しました。 

来賓挨拶のあとは、全国から寄せられた大会への祝

電メッセージから角田季代子建交労中央執行委員長

名のメッセージを須田執行委員が読み上げました。 

その後、大島書記長が 2017年度の運動方針を提案。来賓の川崎労連・長島事務局長 

齋藤副委員長が過年度財政報告と新年度財政方針・予

算案を提案し休憩後に討論に入り内外液輸、イワサワ、

三昭運輸の３分会から発言があり、大島書記長が討論

のまとめをおこなって採決に入りました。すべての提

案・報告が満場一致で採択され、さらに２名を増員し

た役員選挙とスト権投票も満票で信任されました。 

大会の最後に金崎書記次長による閉会挨拶と佐藤

章執行委員長の発声による団結がんばろうを三唱し、

運動方針を提案する大島書記長 大会を成功裏に閉会しました。 

http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=435395&sw=%E3%80%8C%E4%BD%9C%E6%A5%AD%E5%93%A1a%E3%80%8D20
http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=545919&sw=%E3%80%90%E7%94%B7%E5%A5%B3GS%E3%80%91%E6%AD%A3%E9%9D%A2_%E3%81%8A%E3%83%BC2


 

 

大会宣言 
 

建交労神奈川県南支部第２４回定期大会は、憲法９条をめぐって国民と改憲勢力の

攻防が本格化するなかで開催された。安倍政権は広範な「市民と野党の共闘」に追い

詰められ、森友・加計学園疑惑の追及から逃れて９月２８日の臨時国会冒頭で憲法違

反の国会解散を強行した。１０月２２日の衆院選は安倍政権を退陣に追い込む好機で

あったが、民進党が市民連合との約束を破って右翼・排他的思想の小池東京都知事が

結成した新党「希望の党」に合流する逆流が生まれ、大政党に有利な小選挙区制や低

投票率なども影響して与党が議席の３分の２を確保した。 

一方、労働者・国民が支持した平和と立憲主義、安倍政権の退陣を求める野党共闘

は３８議席から６９議席へと躍進している。 

 

労働者・国民のたたかいは、改憲と戦争する国づくりを許すのか、それとも憲法が

生かされる政治を実現させるのか、大きな岐路に立っている。 

戦争法反対でひろがった国民・市民の運動は、国政の私物化と民意を無視する強権

政治を主権者の立場で変える大きなうねりとなっている。 

 

労働組合運動が、一致する要求・課題で共同をひろげ「市民と野党共闘」の流れを

さらに大きくひろげるなら、労働者・国民の切実な要求を実現する状況をつくりだす

ことができる。 

「安倍９条改憲ＮＯ！憲法を生かす全国統一署名」を職場・地域の隅々にひろげ、

大規模な行動を展開するならば改憲を断念させ、安倍政権を退陣に追い込むことは可

能だ。 

 

第２４回定期大会は、平和と民主主義が戦後最大の危機にあるなかで「失業と貧乏

と戦争に反対」する建交労の真価を発揮し、職場・地域で影響力をいっそう高め、要

求実現と組織拡大強化の相乗効果をつくりだしていくことを確認した。 

私たちは、決定した運動方針と新執行部に団結して“いのち”と“くらし”を守り、

格差と貧困社会を許さず、安倍政権の暴走と改憲を阻止し、諸要求実現、組織の拡大・

強化にむけて全組合員一丸となって奮闘する。 

 

右、宣言する。 

 

２０１７年１０月２９日 

              第 24回建交労神奈川県南支部定期大会 



 

 

 
 

 

 

 

   

   

   

  
 

   

   

 


